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(57)【要約】
本開示は、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方
法、受信方法及び機器を提供し、前記設定方法は、端末
機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のター
ゲット設定情報を送信することを含む。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク機器に適用されるＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）システムの測位基準信号Ｐ
ＲＳ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）の設定方法であっ
て、
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
ことを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項２】
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択し、
　前記複数のセルにより前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を設定し、かつ前
記第１のターゲット設定情報を送信する、請求項１に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方
法。
【請求項３】
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）報告に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離
れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡ（Ｔｉｍｅ　ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ）に基づいて、前記端末機器から所定の距離
以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて
、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する、請求項
２に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項４】
　前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータを含み、前
記の第１のターゲット設定情報を送信した後、
　前記生成パラメータに基づいて前記測位基準信号ＰＲＳを生成し、かつ前記測位基準信
号ＰＲＳを送信することをさらに含み、
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａ
ｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルの番
号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）のタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢ（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ　ｂｌｏｃｋ）のＩＤとのう
ちの少なくとも１つと関連付けられている、請求項１に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定
方法。
【請求項５】
　前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ（ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）の時間領域位置情報及び周波数領域位置情報を含み、前記周
波数領域位置が前記ネットワーク機器の指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ
、前記周波数領域位置情報が前記周波数領域位置の開始点情報を含み、
　前記測位基準信号ＰＲＳは、前記時間領域位置と、前記指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇ
ｙに関連付けられた前記周波数領域位置で送信される、請求項４に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの設定方法。
【請求項６】
　前記開始点情報は、前記ネットワーク機器の第１の共通リソースブロック上の第１のサ
ブキャリアである、請求項５に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
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【請求項７】
　前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ）関係であ
るＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を含む第２のターゲット設定情報を送信することをさ
らに含み、
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の測
位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項８】
　前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含む、請求
項１～６のいずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項９】
　前記ネットワーク側によって設定された測位に関与する複数のセルの測位基準信号ＰＲ
Ｓのサブキャリア間隔は同じであり、ＣＰタイプが同じである、請求項８に記載の測位基
準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１０】
　測位基準信号ＰＲＳをＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクタイムスロットで伝送するこ
とをさらに含み、かつ第１のタイムスロットが、

【数１】

を満たし、
　　ここで、

【数２】

は、あるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで１つの無線フレームに含まれるタイムスロット数であり
、ｎｆは、無線フレーム番号であり、ｎｓは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番
号であり、ΔＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量であり、
ＴＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号送信周期である、請求項８に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの設定方法。
【請求項１１】
　前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰ（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｐａｒｔ）に基づい
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て設定され、或いは、
　前記第１のターゲット設定情報は、セルに基づいて設定される、請求項１～６のいずれ
か１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１２】
　前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセット信号と
のリソース多重情報をさらに含み、
　前記第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ＴＲＳ（Ｔｒａｃｋ
ｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、ＰＴＲＳ（Ｐｈａｓｅ　Ｔｒａｃｋｉ
ｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、ＤＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）とのうちの少なくとも１種を含む、請求項１～６の
いずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１３】
　上位層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を送信する方式と、
　ＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層シグナリングに基づいて前記
第１のターゲット設定情報を送信する方式と、
　ダウンリンク制御情報ＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）に基づいて前記第１のターゲット設定情報を送信する方式とのうちの少なくとも
１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報を送信する、請求項１に記載の測位基準
信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つのＲＥにマッピングされた少なくとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソー
スを含む１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを送信することをさらに含む
、請求項１に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１５】
　前記の１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを送信する前に、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第３
のターゲット設定情報を送信することをさらに含む、請求項１４に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの設定方法。
【請求項１６】
　前記第３のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳに対応するリソース設
定識別子と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイム
スロット情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機
器のリソースとのマッピング情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラメ
ータと、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬ情報とのうち
の１つ又は複数を含む、請求項１５に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１７】
　上位層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情報を送信する方式と、
　ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情報を送信する方式と、　
　ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲット設定情報を送信する方式と、
　ＵＥ（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰ（
ＬＴＥ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいて前記第３のターゲット
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設定情報を送信する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第３のターゲット設
定情報を送信する、請求項１５又は１６に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項１８】
　ＵＥに適用されるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法であって、
　前記端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信
することを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項１９】
　第１のターゲット設定情報は、ネットワーク機器が複数のセルのうちの１つのセルによ
り前記端末機器に設定されたものであり、前記複数のセルは前記ネットワーク機器により
前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから選択し特定される、請求項１８に
記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２０】
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ報告に基づいて、前記端末
機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡに基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセル
を選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する、請求項１９に記載の測位基準信号ＰＲＳの受
信方法。
【請求項２１】
　前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータを含み、前
記第１のターゲット設定情報を受信した後、
　前記生成パラメータに基づいて生成される前記測位基準信号ＰＲＳを受信することをさ
らに含み、
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰのタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢのＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられている、請求項１８に記載の測
位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２２】
　前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥの時間領域
位置情報及び周波数領域位置情報を含み、前記周波数領域位置が前記ネットワーク機器の
指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ、前記周波数領域位置情報が前記周波数
領域位置の開始点情報を含み、
　前記時間領域位置と、前記指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられた前記周波
数領域位置とで前記測位基準信号ＰＲＳを受信する、請求項２１に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの受信方法。
【請求項２３】
　前記開始点情報は、前記ネットワーク機器の第１の共通リソースブロック上の第１のサ
ブキャリアである、請求項２２に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２４】
　前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係であるＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳを含む第２のタ
ーゲット設定情報を受信することをさらに含み、
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
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報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む、請求項１８～２３のいずれか１項に記載
の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２５】
　前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含む、請求
項１８～２３のいずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２６】
　前記ＵＥが受信した測位に関与する複数のセルの測位基準信号ＰＲＳのサブキャリア間
隔は同じであり、ＣＰタイプが同じである、請求項２５に記載の測位基準信号ＰＲＳの受
信方法。
【請求項２７】
　測位基準信号ＰＲＳをＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクタイムスロットで受信するこ
とをさらに含み、かつ第１のタイムスロットが、

【数３】

を満たし、
　　ここで、
【数４】

は、あるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで１つの無線フレームに含まれるタイムスロット数であり
、ｎｆは、無線フレーム番号であり、ｎｓは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番
号であり、ΔＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量であり、
ＴＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号送信周期である、請求項２５に記載の測位基準信号
ＰＲＳの受信方法。
【請求項２８】
　前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰに基づいて設定され、或いは、
　前記第１のターゲット設定情報は、セルに基づいて設定される、請求項１８～２３のい
ずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項２９】
　前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセット信号と
のリソース多重情報をさらに含み、
　前記第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳＣＨ
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と、ＴＲＳと、ＰＴＲＳと、ＤＭＲＳとのうちの少なくとも１種を含む、請求項１８～２
３のいずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項３０】
　上位層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＤＣＩに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式とのうちの少なくとも
１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報を受信する、請求項１８に記載の測位基
準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項３１】
　少なくとも１つのＲＥにマッピングされた少なくとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソー
スを含む１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを受信することをさらに含む
、請求項１８に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項３２】
　前記の１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを受信する前に、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第３
のターゲット設定情報を受信することをさらに含む、請求項３１に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの受信方法。
【請求項３３】
　前記第３のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳに対応するリソース設
定識別子と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイム
スロット情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機
器のリソースとのマッピング情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラメ
ータと、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬ情報とのうち
の１つ又は複数を含む、請求項３２に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項３４】
　上位層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰに基づいて前記第３のターゲット設定
情報を受信する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第３のターゲット設定情
報を受信する、請求項３２又は３３に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項３５】
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
第１の送信モジュールを含む、ネットワーク機器。
【請求項３６】
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信する
第１の受信モジュールを含む、端末機器。
【請求項３７】
　メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶されて前記プロセッサ上で実行可能で、前
記プロセッサにより実行されると、前記プロセッサが請求項１～１７のいずれか１項に記
載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法を実現する無線通信プログラムとを含む、ネットワー
ク機器。
【請求項３８】
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　メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶されて前記プロセッサ上で実行可能で、前
記プロセッサにより実行されると、前記プロセッサが請求項１８～３４のいずれか１項に
記載の測位基準信号ＰＲＳの受信方法を実現する無線通信プログラムとを含む、端末機器
。
【請求項３９】
　プロセッサにより実行されると、請求項１～１７のいずれか１項に記載の測位基準信号
ＰＲＳの設定方法、または、請求項１８～３４のいずれか１項に記載の測位基準信号ＰＲ
Ｓの受信方法を実現する無線通信プログラムが記憶されている、コンピュータ読み取り可
能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本願は、２０１８年６月２２日に提出された中国特許出願第２０１８１０６５１３８５
．６号の優先権を主張するものであり、その全ての内容は参照により本願に組み込まれる
ものとする。
　本開示は、通信の技術分野に関し、より具体的には、ＮＲシステムの測位基準信号の設
定方法、受信方法及び機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムでは、測位基準信号（Ｐ
ｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、ＰＲＳ）は、ネットワーク
機器に設定された測位基準信号ＰＲＳ伝送用のダウンリンクサブフレーム中のリソースブ
ロックで伝送され、アンテナポート（ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）６で送信される。
【０００３】
　また、ＬＴＥシステムでは、測位基準信号ＰＲＳは、ＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂ
ｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚ
ａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）及びＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａ
ｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）に割り当てられたＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）
にマッピングすることができず、また、測位基準信号ＰＲＳは、いずれかのアンテナポー
トで送信されるＣＲＳ（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａ
ｌｓ）と重なることができない。
【０００４】
　しかしながら、ＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）システムでは、ネットワーク機器がＵＥ（
Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対してどのように測位基準信号ＰＲＳを設定するかは
まだ未知であるため、ＮＲシステム中のＵＥが測位基準信号ＰＲＳを取得することができ
ない。本開示は、ＮＲシステムのみを例にとるが、これに限定されるものではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示のいくつかの実施例は、ＮＲシステムではＵＥが測位基準信号ＰＲＳを取得する
ことができないという問題を解決するための、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定
方法、受信方法及び機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様では、ネットワーク機器に適用されるＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）システム
の測位基準信号ＰＲＳ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
の設定方法であって、
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
ことを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法を提供する。
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【０００７】
　第２の態様では、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に適用されるＮＲシステムの
測位基準信号ＰＲＳの受信方法であって、
　前記端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信
することを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法を提供する。
【０００８】
　第３の態様では、端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設
定情報を送信する第１の送信モジュールを含む、ネットワーク機器を提供する。
【０００９】
　第４の態様では、端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設
定情報を受信する第１の受信モジュールを含む、端末機器を提供する。
【００１０】
　第５の態様では、ネットワーク機器であって、メモリと、プロセッサと、前記メモリに
記憶されて前記プロセッサ上で実行可能で、前記プロセッサにより実行されると、前記プ
ロセッサが第１の態様に記載の方法を実現する無線通信プログラムとを含むネットワーク
機器を提供する。
【００１１】
　第６の態様では、端末機器であって、メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶され
て前記プロセッサ上で実行可能で、前記プロセッサにより実行されると、前記プロセッサ
が第２の態様に記載の方法を実現する無線通信プログラムとを含む端末機器を提供する。
【００１２】
　第７の態様では、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、プロセッサにより実
行されると、前記プロセッサが第１の態様又は第２の態様に記載の方法を実現する無線通
信プログラムが記憶されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　本開示のいくつかの実施例では、端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１
のターゲット設定情報を送信することができるため、ＮＲシステム中の端末機器に測位基
準信号ＰＲＳを取得させ、通信の有効性を向上させることができる。
【００１４】
　本開示のいくつかの実施例又は関連技術における技術手段をより明確に説明するために
、以下、実施例又は関連技術の説明に必要な図面を簡単に説明し、明らかに、以下に説明
される図面は、本開示に記載のいくつかの実施例に過ぎず、当業者であれば、創造的な労
力なしで、これらの図面に基づいてその他の図面を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法
の第１の概略流れ図である。
【図２】本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法
の第２の概略流れ図である。
【図３】本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法
の第３の概略流れ図である。
【図４】本開示のいくつかの実施例に係る測位基準信号ＰＲＳリソースマッピングの構造
概略図である。
【図５】本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法
の概略流れ図である。
【図６】本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器の第１の構造概略図である。
【図７】本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器の第２の構造概略図である。
【図８】本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器の第３の構造概略図である。
【図９】本開示のいくつかの実施例に係る端末機器の構造概略図である。
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【図１０】本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器の構造概略図である。
【図１１】本開示のいくつかの実施例に係る端末機器の構造概略図である。
【図１２】本開示のいくつかの実施例に係る測位方法の概略流れ図である。
【図１３】本開示のいくつかの実施例に係る測位方法の原理概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　当業者に本開示の技術手段をよく理解させるために、以下、本開示のいくつかの実施例
における図面を参照しながら、本開示のいくつかの実施例における技術手段を明確かつ完
全に説明する。明らかに、説明される実施例は、本開示の実施例の一部に過ぎず、全てで
はない。本開示の実施例に基づいて、当業者が創造的な労働をしない前提で得るその他の
全ての実施例は、いずれも本開示の保護範囲に属するものである。
【００１７】
　理解されるように、本開示のいくつかの実施例における技術手段は、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂ
ａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）システム、Ｃ
ＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システム、Ｗ
ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）システム、ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システム、ＬＴＥ　ＦＤＤ
（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）システム、ＬＴＥ　ＴＤＤ（
Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）又はＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒ
ｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）通信システム、５Ｇシステム又はＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）システムのよう
な様々な通信システムに適用することができる。
【００１８】
　ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａ
ｌ）、移動端末機器などとも呼ばれ、無線アクセスネットワーク（例えば、Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＲＡＮ）により少なくとも１つのコアネットワークと通
信することができ、端末機器は、移動端末、例えば、移動電話（又は、「セル」電話と呼
ばれる）と移動端末を有するコンピュータであってもよく、例えば、携帯型、ポケットサ
イズ式、手持ち式、コンピュータ内蔵又は車載の移動装置であってもよく、それらが無線
アクセスネットワークと言語及び／又はデータを交換する。
【００１９】
　ネットワーク機器は、無線アクセスネットワークに配置されて、端末機器にＮＲシステ
ムの測位基準信号ＰＲＳ設定機能を提供する装置であり、前記ネットワーク機器は、基地
局であってもよく、前記基地局は、ＧＳＭ又はＣＤＭＡ中の基地局（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎ
ｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＴＳ）であってもよく、ＷＣＤＭＡ中の基地局（Ｎ
ｏｄｅＢ）であってもよく、ＬＴＥ中の進化型基地局（ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｄ
ｅ　Ｂ、ｅＮＢ又はｅ－ＮｏｄｅＢ）及び５Ｇ基地局（ｇＮＢ）であってもよく、ＬＴＥ
中の位置サーバ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　
Ｃｅｎｔｅｒ、Ｅ－ＳＭＬＣ）と５Ｇの位置サーバ（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍ
ｅｎｔ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）及び後続進化通信システム中のネットワーク側機器であって
もよいが、単語では本開示の保護範囲を限定するものではない。
【００２０】
　なお、具体的な実施例を説明する際に、各過程の番号の大きさは、実行順序の先後を意
味するものではない。各過程の実行順序は、その機能及び固有論理で特定されるべきもの
であり、本開示のいくつかの実施例の実施過程を何ら限定するものではない。
【００２１】
　なお、以下、ＮＲシステムを例にとって、本開示のいくつかの実施例に係る測位基準信
号ＰＲＳの設定方法、受信方法及び装置について説明する。理解されるように、本開示の
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いくつかの実施例に係る測位基準信号ＰＲＳの設定方法、受信方法及び装置は、その他の
通信システムにも適用可能であり、ＮＲシステムに限定されるものではない。
【００２２】
　以下、図１～４を参照しながら、ネットワーク機器に適用されるＮＲシステムの測位基
準信号ＰＲＳの設定方法について説明する。
【００２３】
　図１は、本開示に係る、ネットワーク機器に適用されるＮＲシステムの測位基準信号Ｐ
ＲＳの設定方法を示す。図１に示すように，該方法は、
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
ステップ１０１を含む。
【００２４】
　図１に示した実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法は、端末機器
の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信することができ
るため、ＮＲシステム中の端末機器に測位基準信号ＰＲＳを取得させ、通信の有効性を向
上させることができる。
【００２５】
　以下、具体的な実施例を参照しながら、第１のターゲット設定情報を送信する上記方式
及び第１のターゲット設定情報に含まれる内容について説明する。
【００２６】
　選択的に、ネットワーク機器は、端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複
数のセルを選択し、前記複数のセルにより端末機器に前記第１のターゲット設定情報を設
定し、かつ第１のターゲット設定情報を送信する。即ち、ネットワーク機器は、端末機器
近傍のセルからＮ個のセルを選択し、これらのＮ個のセルにおいて端末機器に第１のター
ゲット設定情報及び測位基準信号ＰＲＳを設定してもよい。
【００２７】
　ここで、ネットワーク機器は、セルの上位機器であってもよく、例えば、ネットワーク
機器はネットワーク側の測位サーバであってもよい。所定の距離は、実際の必要に応じて
設定することができ、本実施例はそれを限定するものではない。
【００２８】
　より詳細には、ネットワーク機器は、下記第１～第３の方式のうちの１つ又は複数に基
づいて前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択してもよ
いが、それに限定されない。
【００２９】
　第１方式、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ（ｒａｄｉｏ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）報告に基づいて、前記端末機器から所定の距
離以内に離れているセルから複数のセルを選択する。
【００３０】
　具体的には、ネットワーク機器は、セルのＲＲＭに基づいて、端末機器から所定の距離
以内に離れているセルから、ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉ
ｖｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ）又はＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉ
ｖｉｎｇ　Ｑｕａｌｉｔｙ）が最も優れているＮ個のセルを選択し、例えば、端末機器か
ら所定の距離以内に離れているセルをＲＳＲＰ又はＲＳＲＱに基づいて順序付け、先頭に
順序付けられたＮ個のセルを選択して第１のターゲット設定情報を送信する。或いは、ネ
ットワーク機器は、セルのＲＲＭに基づいて、端末機器から所定の距離以内に離れている
セルから、ＳＩＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏ
ｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）が最も優れているＮ個のセルを選択する。例えば、端末機器から所
定の距離以内に離れているセルをＳＩＮＲに基づいて順序付け、先頭に順序付けられたＮ
個のセルを選択して第１のターゲット設定情報を送信してもよい。
【００３１】
　第２方式、前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の
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距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する。例えば、端末機器の地理的位置を
大まかに判断した後、端末機器の測位測定に役立つセルから複数のセルを選択する。
【００３２】
　第３方式、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準
信号ＰＲＳのＴＯＡ（Ｔｉｍｅ　ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ）に基づいて、前記端末機器から
所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する。例えば、端末機器から所定
の距離以内に離れているセルから、ＴＯＡ測定誤差の分散が最も小さなＮ個のセル、時間
遅延拡張が最も小さなＮ個のセル又はＴＯＡが最も小さなＮ個のセルを前記複数のセルと
して選択する。
【００３３】
　また、ネットワーク機器が選択した端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定するための複
数のセルのサブキャリア間隔は同じであり（又はｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙが同じである）、
それに応じて、端末機器が同時に受信した前記複数のセルからの測位基準信号ＰＲＳに対
応するｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙは同じであり、即ち端末機器は、同時に受信した複数のセル
の測位基準信号ＰＲＳに対応するｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙが異なることを期待しない。
【００３４】
　また、上記３方式のうちのいずれか１つに基づいて端末機器のために複数のセルを選択
する場合、選択された複数のセルをそのまま端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定するた
めのセルとしてもよい。上記３つの方式のうちの複数種に基づいて端末機器に複数のセル
を選択する場合、異なる方式で選択された複数のセル及び複数のセルの数は異なる可能性
がある。この時、異なる方式で選択された複数のセルから、複数のセルを再び選別し、端
末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定するための最終的なセルとしてもよい。例えば，第１
方式で選択された複数のセルが、セル１、セル２、セル３、セル４、セル５であり、第２
方式で選択された複数のセルが、セル２、セル３、セル４、セル５、セル６であれば、第
１方式と第２方式で選択された同一の複数のセルを端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定
するための最終的なセルとし、即ち、セル２、セル３、セル４及びセル５を端末機器に測
位基準信号ＰＲＳを設定するための最終的なセルとしてもよい。
【００３５】
　異なる方式で選択された同一の複数のセルを端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定する
ための最終的なセルとすることに加えて、異なる方式で選択された複数のセルから、その
他の方式で複数のセルを再び選別し、端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定するための最
終的なセルとしてもよく、本開示はそれを限定しない。
【００３６】
　選択的に、第１のターゲット設定情報は、測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータを含み
、上記ステップ１０１の後、本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信
号ＰＲＳの設定方法は、前記生成パラメータに基づいて前記測位基準信号ＰＲＳを生成し
、かつ前記測位基準信号ＰＲＳを送信することをさらに含む。
【００３７】
　上記生成パラメータは、前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムス
ロット（ｓｌｏｔ）番号と、前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦ
ＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅｘｉｎｇ）シンボルの番号と、前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅ
ｆｉｘ）のタイプと、前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、前記端末機器のＩＤ又
は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、ＳＳＢ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｂｌｏｃｋ）のＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられてい
る。
【００３８】
　ＣＰは、ＮＣＰ（Ｎｏｒｍａｌ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）と、ＥＣＰ（Ｅｘｔｅ
ｎｄｅｄ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）とを含む。セルＩＤ情報は、物理セルＩＤ又は
仮想セルＩＤであってもよい。
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【００３９】
　より具体的には、測位基準信号ＰＲＳシーケンスは、擬似ランダムシーケンスにＱＰＳ
Ｋ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を行って生成
され、擬似ランダムシーケンスｃ（ｎ）は、ｇｏｌｄシーケンスであってもよく、それに
応じて、上記生成パラメータがｇｏｌｄシーケンスの生成パラメータと呼ばれてもよい。
【００４０】
　一例では、擬似ランダムシーケンスｃ（ｎ）がｇｏｌｄシーケンスであれば、具体的に
は、ｃ（ｎ）は２つのｍシーケンスの排他的論理和結果（又は、２つのｍシーケンスのモ
ジュロ２加算結果）であってもよく、かつｃ（ｎ）の長さがＭであってもよく、ここで、
ｎ＝０，１，・・・，Ｍ－１である。ｃ（ｎ）の式は以下のとおりである。
　ｃ（ｎ）＝（ｘ１（ｎ＋Ｎｃ）＋ｘ２（ｎ＋Ｎｃ））ｍｏｄ２
【００４１】
　ここで、ｘ１（ｎ＋３ｌ）＝（ｘ１（ｎ＋３）＋ｘ１（ｎ））ｍｏｄ２は、第１のｍシ
ーケンスを生成し、ｘ１の初期化状態が、ｘ１（０）＝１，ｘ１（ｎ）＝０，ｎ＝１，２
，・・・，３０である。
【００４２】
　ｘ２（ｎ＋３ｌ）＝（ｘ２（ｎ＋３）＋ｘ２（ｎ＋２）＋ｘ２（ｎ＋１）＋ｘ２（ｎ）
）ｍｏｄ２は、第２のｍシーケンスを生成し、ｘ２の初期化状態が、十進数Ｃｉｎｉｔの
バイナリ形式で表されてよく、Ｃｉｎｉｔは擬似ランダムシーケンスｃ（ｎ）により生成
されたシーケンスの初期値と理解してもよい。
【００４３】
　シンボル「ｍｏｄ」は、剰余シンボルであり、「モジュロ」と呼ばれてもよい。
【００４４】
　Ｎｃ＝１６００で、Ｎｃは、ｘ１とｘ２の式から２つの長いシーケンスを生成した後、
これらの２つの長いシーケンスの第１６００ビットからそれぞれＭビットを下位に読み取
ってＭビットの２つのｍシーケンスを得て、これらの２つのｍシーケンスにモジュロ２加
算を行って、ｃ（ｎ）を得ることができることを意味すると理解されてもよい。
【００４５】
　擬似ランダムシーケンスの初期値Ｃｉｎｉｔは、
【００４６】
【数１】

と表記してもよい。
【００４７】
　ｎｓｆは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番号を示し、ｌは、タイムスロット
内のＯＦＤＭシンボルの番号を示し、
【００４８】

【数２】

は、物理セルＩＤ、仮想セルＩＤ又はネットワークにより設定されるＩＤを示す。ＮＣＰ

は、ＣＰタイプに関し、ノーマルＣＰの場合、ＮＣＰは１に等しく，拡張ＣＰの場合、Ｎ

ＣＰは０に等しく、μは数値設定によるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙの値を示し（以下でリスト
によりｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙについて説明し、ここでは説明を省略し、詳細は後述を参照
する）、
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【００４９】
【数３】

は１つのＳＳＢ　Ｂｕｒｓｔ　Ｓｅｔ中のＳＳＢ番号を示し、値が０～６３である。
　これに基づいて、ｇｏｌｄシーケンスにＱＰＳＫ変調を行って得られた測位基準信号Ｐ
ＲＳシーケンスは、
【００５０】
【数４】

である。
【００５１】
　選択的に、第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥの時
間領域位置情報及び周波数領域位置情報を含んでもよく、前記周波数領域位置が前記ネッ
トワーク機器の指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ、前記周波数領域位置情
報が前記周波数領域位置の開始点情報を含む。前記開始点情報は、前記ネットワーク機器
の第１の共通リソースブロック上の第１のサブキャリアである。
【００５２】
　それに応じて、「前記測位基準信号ＰＲＳを送信する」上記ステップは、具体的には、
前記時間領域位置と、前記指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられた前記周波数
領域位置で前記測位基準信号ＰＲＳを送信することを含んでもよい。
【００５３】
　具体的には、ある指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで、ネットワーク機器は、測位基準
信号ＰＲＳを時間周波数位置が（ｋ，ｌ）のＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）
にマッチングして送信してもよい。ここで、ｋは、該ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙでの周波数領
域位置を示し、前の一例と類似し、ｌは１つのタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番
号を示し、測位基準信号ＰＲＳの周波数領域位置の開始点は該測位基準信号ＰＲＳを送信
するセルの共通リソースブロック０上のサブキャリア０であり、即ち該セルのｐｏｉｎｔ
　Ａ（基準ポイントＡ）であり、かつ、それに応じてｋ＝０である。
【００５４】
　基準ポイントＡは、ＯＦＤＭベースバンド信号の生成過程において、同一のキャリアで
異なるＳＣＳ（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　ｓｐａｃｉｎｇ）で伝送された全てのＣｏｍｍｏ
ｎ　ＲＢ中のサブキャリア０が整列され、即ち同一のキャリアでの全てのＣｏｍｍｏｎ　
ＲＢの境界が整列されるように保証する必要がある。
【００５５】
　例えば、セルＡ及びセルＢが、ネットワーク機器が選択した、端末機器に第１のターゲ
ット設定情報及び測位基準信号ＰＲＳを送信するセルであり、即ちセルＡ及びセルＢが端
末機器の測位セルであると仮設する。
【００５６】
　そうすると、セルＡでは、ネットワーク機器は、ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙがμである測位
基準信号ＰＲＳを設定し、（ｋ，ｌ）で測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ時間周波数位
置を示す。ここで、ｌはタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号を示し、ｋはｎｕｍ
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域位置の開始点は、セルＡの共通リソースブロック０のサブキャリア０であり、即ち該セ
ルＡのｐｏｉｎｔ　Ａであり、それに応じて、ｋ＝０である。
【００５７】
　セルＢでは、ネットワーク機器は、ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙがμである測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定し、（ｋ１，ｌ１）で測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ時間周波数位置を示す
。ここで、ｌ１はタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号を示し、ｋ１はｎｕｍｅｒ
ｏｌｏｇｙがμである時の周波数領域位置を示し、該測位基準信号ＰＲＳの周波数領域位
置の開始点は、セルＢの共通リソースブロック０のサブキャリア０であり、即ち該セルＢ
のｐｏｉｎｔ　Ａであり、それに応じて、ｋ１＝０である。
【００５８】
　以下、リストを参照しながらＮＲシステム中のｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙについて説明する
。
【００５９】
　ＬＴＥシステムが１５ｋＨｚのサブキャリア間隔のみをサポートすることとは異なり、
ＮＲシステムは、１５、３０、６０、１２０、２４０ｋＨｚのサブキャリア間隔（Δｆ）
のような複数のベースパラメータ設計をサポートして、数百ＭＨｚ～数十ＧＨｚの周波数
スペクトラムをサポートする。ＮＲは、サブキャリア間隔に関する様々なｎｕｍｅｒｏｌ
ｏｇｙをサポートすることができ、具体的には、表１に示すとおりである。
【００６０】
【表１】

【００６１】
　それに応じて、ＮＲシステム中の異なるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに基づくｓｌｏｔ設定は
、表２及び表３に示され、表２は、ノーマルＣＰに対応し、表３は、拡張ＣＰに対応する
。
【００６２】
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【表２】

【００６３】
【表３】

【００６４】
　選択的に、図２に示すように、本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基
準信号ＰＲＳの設定方法は、
　前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ（Ｑｕａｓｉ　Ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ）関係であ
るＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）を含む第２のターゲット設定情報を送信するステッ
プ１０２をさらに含んでもよい。
【００６５】
　当然のことながら、第２のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳとＱＣＬ（
Ｑｕａｓｉ　Ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ）関係であるその他の信号をさらに含んでもよく、
本開示のいくつかの実施例はそれを限定しない。
【００６６】
　測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係である上記ＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機
器に前記第１のターゲット設定情報を提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報
は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む。時
間情報は、平均時間遅延及び／又は拡張時間遅延を含んでもよい。
【００６７】
　２つのアンテナポートの信号がＱＣＬ関係を満たせば、２組の信号が被るチャンネルの
ドップラーシフト、ドップラー拡張、平均時間遅延、時間遅延拡張、空間受信パラメータ
のうちの少なくとも１つは略同じである。ＱＣＬは、
　ＱＣＬタイプＡ（ＱＣＬ－ＴｙｐｅＡ）、｛ドップラーシフト、ドップラー拡張、平均
遅延、遅延拡張｝
　ＱＣＬタイプＢ（ＱＣＬ－ＴｙｐｅＢ）、｛ドップラーシフト、ドップラー拡張｝
　ＱＣＬタイプＣ（ＱＣＬ－ＴｙｐｅＣ）、｛平均遅延、ドップラーシフト｝
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　ＱＣＬタイプＤ（ＱＣＬ－ＴｙｐｅＤ）、｛空間Ｒｘパラメータ｝を含んでもよい。
【００６８】
　理解されるように、測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係である信号により前記端末機器
に前記測位基準信号ＰＲＳの時間情報及びビーム情報を提供し、端末機器の支援型測位を
実現することができる。測位時に、端末機器は、ＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳが提供したビー
ム情報により、送信ビームの到来角（Ａｒｒｉｖａｌ　ｏｆ　Ａｎｇｌｅ、ＡＯＡ）など
の測位情報を取得して、測位の支援に用いることができる。
【００６９】
　具体的には、測位基準信号ＰＲＳ擬似ランダムシーケンスの初期値（Ｃｉｎｉｔ）に、
測位基準信号ＰＲＳと関連付けられたＳＳＢのＩＤ情報を追加してもよい。測位時に、端
末機器は、測位基準信号ＰＲＳシーケンスへの検出により関連付けられたＳＳＢ　ＩＤを
取得してもよい。ＳＳＢのＩＤは既知であると、測位基準信号ＰＲＳを送信するビームが
どれであるかを知ることができ、それにより送信ビームのＡＯＡなどの情報を取得して、
測位支援に用いる。
【００７０】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報
と、前記端末機器の測位性能指標情報と、前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するタイムスロット設定情報と、前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するサブキャリア間隔情報と、前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設
定した帯域幅情報と、前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、前記ネットワーク機器が前
記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報
とのうちの少なくとも１種をさらに含んでもよい。
【００７１】
　セルＩＤ情報は、測位基準信号ＰＲＳが位置するセルの物理セル識別子又は仮想セル識
別子であってもよい。
【００７２】
　端末機器の測位性能指標情報は、ターゲット測位精度及びターゲット遅延情報を含んで
もよく、これらの測位性能指標情報は端末機器が位置するシナリオで要求された測位性能
指標であり、一般的に、これらの性能指標は測位基準信号ＰＲＳリソースマッピングパタ
ーンと関連付けられている。現在のシナリオで要求された測位精度が高ければ、測位性能
に優れている測位基準信号ＰＲＳリソースマッピングパターンを用い、現在のシナリオで
要求された測位精度が低ければ、測位性能が一般的な測位基準信号ＰＲＳリソースマッピ
ングパターンを用い、現在のシナリオの測位時間遅延への要求が高ければ、時間遅延が少
ない測位基準信号ＰＲＳリソースマッピングパターンを用い、現在のシナリオの測位時間
遅延への要求が高くなければ、時間遅延が少ない測位基準信号ＰＲＳリソースマッピング
パターンを用いない。
【００７３】
　ネットワーク機器が設定した測位基準信号ＰＲＳのタイムスロット設定情報は、１つの
測位ｂｕｒｓｔが占有する連続的なダウンリンクタイムスロット数の情報、測位基準信号
ＰＲＳ周期情報、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量などの情報を含
む。
【００７４】
　例えば、測位基準信号ＰＲＳをＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクタイムスロットで伝
送してもよく、かつ第１のタイムスロットが、
【００７５】
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【数５】

を満たし、
　ここで、
【００７６】
【数６】

は、あるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで１つの無線フレームに含まれるタイムスロット数であり
、ｎｆは、無線フレーム番号であり、ｎｓは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番
号であり、ΔＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量であり、
ＴＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号送信周期である。
【００７７】
　ネットワーク機器が測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報は、ネットワ
ーク機器が端末機器に測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔幅情報であっても
よい。
【００７８】
　測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報は、ノーマルＣＰ又は拡張ＣＰ情報を含み、拡張ＣＰが
端末機器から遠く離れている測定セルに用いられる。ネットワーク機器はあるセルにより
送信する必要がある測位基準信号ＰＲＳを設定する場合、ノーマルＣＰのみ又は拡張ＣＰ
のみを設定し、一般的にノーマルＣＰと拡張ＣＰとを同時に設定することがない。また、
ネットワーク機器が端末機器から遠く離れているセルにより測位基準信号ＰＲＳを設定す
る可能性があることを考慮して、６０ｋＨｚ（μ＝２）以外のその他の１つ又は複数のＮ
ｕｍｅｒｏｌｏｇｙで拡張ＣＰを設定することを許可できる。
【００７９】
　ネットワーク機器が測位基準信号ＰＲＳを設定（又は、送信）するポート情報は、セル
が測位基準信号ＰＲＳを送信するための、ポート数及びポートインデックス（ｉｎｄｅｘ
）情報を含む論理ポート情報であってもよい。
【００８０】
　測位基準信号ＰＲＳの電力利得（ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）情報は、ネットワー
ク機器が各測位基準信号ＰＲＳ　ＲＥに設定した電力増強パラメータであってもよく、電
力利得情報は、測位に関与するセル数、測位基準信号ＰＲＳポート数及び測位基準信号Ｐ
ＲＳリソースマッピングパターン情報などの少なくとも１つと関連付けられている。
【００８１】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰ（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｐａｒｔ
）に基づいて設定されてもよく、或いは、前記第１のターゲット設定情報は、セルに基づ
いて設定されてもよい。
【００８２】
　ＢＷＰに基づく設定は、測位基準信号ＰＲＳの全ての設定がＢＷＰで設定されることで
あり、ＢＷＰによって測位基準信号ＰＲＳ設定が異なる。セルに基づく設定は、測位基準
信号ＰＲＳの全ての設定がセルで設定されることであり、セルによって測位基準信号ＰＲ
Ｓ設定が異なる。例えば、ＢＷＰに基づく設定は、ＮＲ　Ｒ－１５中のＣＳＩ－ＲＳ、Ｄ
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ＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）の設定と類似
し、即ち測位基準信号ＰＲＳがＢＷＰで設定され、セルに基づく設定とは、測位基準信号
ＰＲＳがセルレベルで設定されてもよいことである。
【００８３】
　選択的に、上記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセ
ット信号とのリソース多重情報をさらに含んでもよい。
【００８４】
　第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ＴＲＳ（Ｔｒａｃｋｉｎ
ｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）と、ＰＴＲＳ（Ｐｈａｓｅ　Ｔｒａｃｋｉｎ
ｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）と、ＤＭＲＳとのうちの少なくとも１種を含
んでもよいが、それらに限定されない。
【００８５】
　即ち、測位基準信号ＰＲＳをその他の信号又はチャネル（例えば、ＳＳＢ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ、ＴＲＳ、ＤＭＲＳ、ＰＴＲＳ、ＰＤＣＣＨ又はＰＤＳＣＨなど）と多重する又は多重
しないように設定する。即ち、測位基準信号ＰＲＳがその他の基準信号又はチャネルとの
衝突を回避するか否か、その他の基準信号又はチャネルと周波数分割多重又は時分割多重
するか否かについて設定する。
【００８６】
　例えば、仮に測位基準信号ＰＲＳと多重関係である信号がＰＤＳＣＨであれば、ネット
ワーク機器は、測位基準信号ＰＲＳにＰＤＳＣＨに関する多重情報を設定してもよい。
【００８７】
　具体的には、例えば、周波数範囲１（低周波数範囲）で、ネットワーク機器は、測位基
準信号ＰＲＳを送信するタイムスロットにＰＤＳＣＨを送信せず、即ち、測位基準信号Ｐ
ＲＳとＰＤＳＣＨとがリソースを多重しないように設定する。
【００８８】
　次に、例えば、周波数範囲２（高周波数範囲）で、測位基準信号ＰＲＳはＰＤＳＣＨと
ＱＣＬ関連を有すれば、第一に、端末機器が測位基準信号ＰＲＳとＰＤＳＣＨとを同時に
受信することを許可し、測位基準信号ＰＲＳとＰＤＳＣＨとが衝突すれば、該ＲＥが位置
する位置でＰＤＳＣＨを打ち落とし、ＰＤＳＣＨをその他のＲＥとレートマッチングさせ
る設定方法と、第二に、ネットワーク機器は、該タイムスロットでＰＤＳＣＨを送信せず
、即ち測位基準信号ＰＲＳとＰＤＳＣＨとがリソースを多重しないようにする設定方法と
の２つの方法がある。測位基準信号ＰＲＳとＰＤＳＣＨとがＱＣＬ関連関係を有さなけれ
ば、端末機器は、該タイムスロットで測位基準信号ＰＲＳのみ又はＰＤＳＣＨのみを受信
する。
【００８９】
　選択的に、上記いずれかの実施例に記載の第１のターゲット設定情報及び第２のターゲ
ット設定情報は、上位層シグナリング、例えば、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ）に基づいて前記第１のターゲット設定情報を送信する方式と、ＭＡＣ
層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を送信する方式と、ＤＣＩ（Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に基づいて前記第１のター
ゲット設定情報を送信する方式と、ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰ（Ｌ
ＴＥ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいて前記第１のターゲット設
定情報を送信する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、送信されてもよい。
【００９０】
　いくつかの第１のターゲット設定情報は、測位基準信号ＰＲＳ帯域幅などの情報のよう
なプロトコルにより固定されてもよく、プロトコルにより固定されてもよい第１のターゲ
ット設定情報の場合、ネットワーク機器の伝送リソースを節約するために、ネットワーク
機器が端末機器に送信することではなく、端末機器自体が自らプロトコルを照会して取得
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してもよい。
【００９１】
　選択的に、図３に示すように、上記いずれかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信
　少なくとも１つのＲＥにマッピングされた少なくとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソー
スを含む１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを送信するステップ１０４を
さらに含んでもよい。
【００９２】
　具体的には、ネットワーク機器は、１つのタイムスロット内に、複数の周期的測位基準
信号ＰＲＳリソースを含んでもよい１つの測位基準信号ＰＲＳリソースセットを設定して
もよく、かつ１つのタイムスロット内の複数の測位基準信号ＰＲＳリソースが同一の周期
、帯域幅及び周波数領域密度を有し、測位基準信号ＰＲＳリソースの具体的な時間領域及
び周波数領域の位置が上位層により柔軟に設定されてもよい。
【００９３】
　図４に示すように（図４は、本開示のいくつかの実施例に係る測位基準信号ＰＲＳリソ
ースマッピング構造概略図である）、ネットワーク機器は１つのタイムスロット（０～１
３の合計１４個のＯＦＤＭシンボルを含む）内に１つの測位基準信号ＰＲＳリソースセッ
トを設定してもよく、１つの測位基準信号ＰＲＳリソースセット内に８つの周期的測位基
準信号ＰＲＳリソースが含まれる。図４において、符号４１及び４２が指す、同一のＯＦ
ＤＭシンボル中の異なる周波数領域位置にマッピングされた２つのＲＥ上の測位基準信号
ＰＲＳは１つの測位基準信号ＰＲＳリソースである。
【００９４】
　選択的に、図３に示すように、ステップ１０４の前に、上記いずれかの実施例に係るＮ
Ｒシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法は、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第３
のターゲット設定情報を送信するステップ１０３をさらに含んでもよい。
【００９５】
　前記第３のターゲット設定情報は、以下（１）～（７）のうちの１つ又は複数を含むが
、これらに限定されない。
　（１）測位基準信号ＰＲＳリソースＩＤとも呼ばれる、前記測位基準信号ＰＲＳリソー
スセット中の測位基準信号ＰＲＳに対応するリソース設定識別子。
　（２）タイムスロットオフセット量のような前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中
の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイムスロット情報。
　（３）測位基準信号ＰＲＳリソースの送信ポート情報、ＯＦＤＭシンボル、サブキャリ
ア占有位置、周波数領域密度及び帯域幅情報などを含む、前記測位基準信号ＰＲＳリソー
スセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機器のリソースとのマッピング情報
。周波数領域密度とは、各測位基準信号ＰＲＳ送信ポートでのＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の測位基準信号ＰＲＳ周波数領域密度であってもよく
、測位基準信号ＰＲＳは周波数領域に等間隔に分布することができる。帯域幅情報は、測
位基準信号ＰＲＳの帯域幅及び周波数領域初期ＰＲＢインデックス情報を含んでもよい。
　（４）測位基準信号ＰＲＳのＥＰＲＥ（Ｅｎｅｒｇｙ　ｐｅｒ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅ
ｌｅｍｅｎｔ）とＳＳＢ　ＥＰＲＥとの比率、及び、測位基準信号ＰＲＳ　ＥＰＲＥとＰ
ＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとの比率のうちの少なくとも１つを含んでもよい前記測位基準信号Ｐ
ＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報。
　（５）測位基準信号ＰＲＳ擬似ランダムシーケンス中の初期値を特定する、ネットワー
ク機器により設定されてもよいスクランブルＩＤ情報のような、前記測位基準信号ＰＲＳ
リソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラメータ。
　（６）ネットワーク機器がどのＢＷＰで測位基準信号ＰＲＳを設定するかを定義する前
記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報。
　（７）測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬソース基準信号を指示する、測位基準信号ＰＲＳ　
ＴＣＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
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）状態情報を含む前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣ
Ｌ情報。
【００９６】
　第１のターゲット設定情報又は第２のターゲット設定情報と同様に、第３のターゲット
設定情報も、上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣ）に基づいて前記第３のターゲット設
定情報を送信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情
報を送信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲット設定情報を送信する方式と
、ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰ（ＬＴＥ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいて前記第３のターゲット設定情報を送信する方式とのうちの
少なくとも１種に基づいて、送信されてもよい。
【００９７】
　また、一部の第３のターゲット設定情報は、測位基準信号ＰＲＳ帯域幅などの情報のよ
うなプロトコルにより固定されてよい。プロトコルにより固定されてもよい第３のターゲ
ット設定情報の場合、ネットワーク機器の伝送リソースを節約するために、ネットワーク
機器が端末機器に送信することではなく、端末機器が自らプロトコルを照会して取得して
もよい。
【００９８】
　要するに、本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定
方法は、端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送
信することができるため、ＮＲシステム中の端末機器に測位基準信号ＰＲＳを取得させ、
通信の有効性を向上させることができる。
【００９９】
　以上、ネットワーク機器に適用されるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法に
ついて説明した。以下、図５を参照しながら、本開示のいくつかの実施例に係る、端末機
器に適用されるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法について説明する。
【０１００】
　図５に示すように、本開示の１つの実施例に係る、端末機器に適用されるＮＲシステム
の測位基準信号ＰＲＳの受信方法は、
　前記端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信
するステップ５０１を含んでもよい。
【０１０１】
　図５に示した実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法は、端末機器
の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信することができ
るため、測位基準信号ＰＲＳを取得することができる。
【０１０２】
　以下、具体的な実施例を参照しながら、第１のターゲット設定情報を受信する上記方式
及び第１のターゲット設定情報に含まれる内容について説明する。
【０１０３】
　選択的に、第１のターゲット設定情報は、ネットワーク機器が複数のセルのうちの１つ
のセルにより前記端末機器に設定されたものであり、前記複数のセルは前記ネットワーク
機器により前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから選択し特定される。
【０１０４】
　より詳細には、ネットワーク機器は、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ報告に基づいて、前記端末
機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
の到達時間ＴＯＡに基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複
数のセルを選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて、前記端末機器から所定の距
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離以内に離れているセルから複数のセルを選択してもよい。
【０１０５】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータ
を含み、前記第１のターゲット設定情報を受信した後、前記生成パラメータに基づいて生
成される前記測位基準信号ＰＲＳを受信することをさらに含む。
【０１０６】
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰのタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢのＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられている。
【０１０７】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ
の時間領域位置情報及び周波数領域位置情報を含んでもよく、前記周波数領域位置が前記
ネットワーク機器の指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ、前記周波数領域位
置情報が前記周波数領域位置の開始点情報を含む。前記開始点情報は、前記ネットワーク
機器の第１の共通リソースブロック上の第１のサブキャリアである。
【０１０８】
　それに応じて、端末機器は、前記時間領域位置と、前記指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇ
ｙに関連付けられた前記周波数領域位置とで前記測位基準信号ＰＲＳを受信してもよい。
【０１０９】
　具体的には、端末機器は、ある指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙでの、時間周波数位置
が（ｋ、ｌ）であるＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）にマッチングされた測位
基準信号ＰＲＳを受信してもよい。ここで、ｋは、該ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙでの周波数領
域位置を示し、ｌは、１つのタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号を示し、測位基
準信号ＰＲＳの周波数領域位置の開始点は該測位基準信号ＰＲＳを送信するセルの共通リ
ソースブロック０上のサブキャリア０である。即ち該セルのｐｏｉｎｔ　Ａ（基準ポイン
トＡ）であり、かつ、それに応じてｋ＝０である。
【０１１０】
　選択的に、本開示に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法は、前記測位基
準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係であるＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳを含む第２のターゲット設定
情報を受信することをさらに含んでもよい。
【０１１１】
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む。
【０１１２】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報
と、前記端末機器の測位性能指標情報と、前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するタイムスロット設定情報と、前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するサブキャリア間隔情報と、前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設
定した帯域幅情報と、前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、前記ネットワーク機器が前
記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報
とのうちの少なくとも１種をさらに含む。
【０１１３】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰに基づいて設定され、或いは、前
記第１のターゲット設定情報は、セルに基づいて設定される。
【０１１４】
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　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセ
ット信号とのリソース多重情報をさらに含む。
【０１１５】
　前記第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳＣＨ
と、ＴＲＳと、ＰＴＲＳと、ＤＭＲＳとのうちの少なくとも１種を含む。
【０１１６】
　選択的に、端末機器は、上位層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報
を受信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受
信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式とのうち
の少なくとも１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報又は前記第２のターゲット
設定情報を受信してもよい。
【０１１７】
　一部がプロトコルにより固定されてもよい第１のターゲット設定情報又は第２のターゲ
ット設定情報を、端末機器は、ネットワーク機器の伝送リソースを節約するために、ネッ
トワーク機器から受信する必要がなく、プロトコルを照会することにより取得してもよい
。
【０１１８】
　選択的に、図５に示したＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法は、少なくとも
１つのＲＥにマッピングされた少なくとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソースを含む１つ
又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを受信することをさらに含んでもよい。
【０１１９】
　選択的に、１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソースセットを受信する前に、図５に
示したＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法は、前記測位基準信号ＰＲＳリソー
スセット中の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第３のターゲット設定情報を受信する
ことをさらに含んでもよい。
【０１２０】
　前記第３のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基
準信号ＰＲＳに対応するリソース設定識別子と、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット
中の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイムスロット情報と、前記測位基準信号ＰＲＳ
リソースセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機器のリソースとのマッピン
グ情報と、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報
と、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラ
メータと、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報
と、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬ情報とのう
ちの１つ又は複数を含む。
【０１２１】
　選択的に、第１のターゲット設定情報又は第２のターゲット設定情報の受信と類似し、
端末機器は、上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣ）に基づいて前記第３のターゲット設
定情報を受信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第３のターゲット設定情
報を受信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と
、ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰ（ＬＴＥ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式とのうちの
少なくとも１種に基づいて、前記第３のターゲット設定情報を受信してもよい。
【０１２２】
　また、一部がプロトコルにより固定されてもよい第３のターゲット設定情報を、端末機
器は、ネットワーク機器の伝送リソースを節約するために、ネットワーク機器から受信す
る必要がなく、プロトコルを照会することにより取得してもよい。
【０１２３】
　本開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法は、本
開示のいくつかの実施例に係るＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法に対応する
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ため、本明細書におけるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法については簡単に
説明する。関連する内容について、前文におけるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設
定方法についての説明を参照されたい。
【０１２４】
　選択的に、端末機器は、ネットワーク機器が設定した測位基準信号ＰＲＳを受信した後
、さらに、該測位基準信号ＰＲＳに基づいて測位を行ってもよい。以下、測位基準信号Ｐ
ＲＳをＯＴＤＯＡ（Ｏｂｓｅｒｖｅｄ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　Ａｒｒ
ｉｖａｌ）測位に適用することを例にとって、端末機器が測位基準信号ＰＲＳに基づいて
測位を行う過程を簡単に説明する。
【０１２５】
　図１２に示すように、ＯＴＤＯＡ測位方法の測位基準信号ＰＲＳに基づく測位の過程は
、
　端末機器のサービングセル及び端末機器近傍から選択された複数の隣接セルを含むネッ
トワーク機器が、前文に言及された方法に基づいて測位基準信号ＰＲＳを生成するステッ
プ１２０１と、
　ネットワーク機器が、端末機器に測位基準信号ＰＲＳを送信するステップ１２０２と、
　端末機器が、隣接セルからの測位基準信号ＰＲＳとサービングセルからの、端末機器の
ローカル測位基準信号ＰＲＳとも呼ばれる測位基準信号ＰＲＳに対して時間領域相関処理
を行い、各隣接セルに対応する時間遅延電力スペクトラムを取得するステップ１２０３と
、
　端末機器が、隣接セルに対応する時間遅延電力スペクトラムに基づいて該隣接セルの最
初到達経路を探し、各隣接セルが送信した測位基準信号ＰＲＳの端末機器に到達するＴＯ
Ａを取得するステップ１２０４と、
　端末機器が、サービングセルと各隣接セルとのＲＳＴＤ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ）をそれぞれ特定するステップ１２０５と、
　端末機器が、少なくとも３つの隣接セルに対応するＲＳＴＤに基づいて、端末機器の位
置を特定するステップ１２０６とを含んでもよい。
【０１２６】
　具体的には、端末機器の座標を計算してもよい。
【０１２７】
　上記過程では、端末機器は、正確な測位基準信号ＰＲＳの到達時間（ＴＯＡ）を取得せ
ず、端末機器の位置は、少なくとも３つの隣接セルの到達時間差（ＴＤＯＡ）により特定
され、即ち絶対時間ではなく相対時間により特定される。
【０１２８】
　図１３は、ＯＴＤＯＡ測位の原理図を示す。図１３から明らかなように、測位に関与す
る３つの隣接セル基地局（第１の隣接セル基地局１３１、第２の隣接セル基地局１３２及
び第３の隣接セル基地局１３３）は、端末機器を極小の一部領域１３４内に限定すること
ができ、第１の隣接セル基地局１３１、第２の隣接セル基地局１３２及び第３の隣接セル
基地局１３３から端末機器までの距離はそれぞれｄ１、ｄ２及びｄ３である。理想的には
、端末機器の位置は、第１の曲線１３５と第２の曲線１３６との交点にあるが、第１の曲
線１３５と第２の曲線１３６の位置に誤差がある。具体的には、第１の曲線１３５の位置
が第１の破線１３５１と第２の点線１３５２との間にあり、第２の曲線１３６の位置が第
３の点線１３６１と第４の点線１３６２との間にある可能性があるため、３つの隣接セル
基地局により特定された端末機器の位置は領域１３４内にある。さらに１つの隣接セル基
地局を追加すると、端末機器が他の領域内に限定され、重複部分により端末機器の位置範
囲を縮小でき、容易に理解されるように、測位に関与する隣接セル基地局が多いほど測位
精度が高くなる。
【０１２９】
　以下、図６～図９を参照しながら、本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器
及び端末機器について詳細に説明する。
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【０１３０】
　図６は、本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器の構造概略図を示す。図６
に示すように、ネットワーク機器６００は、第１の送信モジュール６０１を含む。
【０１３１】
　本開示のいくつかの実施例に係るネットワーク機器６００は、端末機器の測位基準信号
ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信できるため、ＮＲシステム中の
端末機器に測位基準信号ＰＲＳを取得させ、通信の有効性を向上させることができる。
【０１３２】
　以下、具体的な実施例を参照しながら、ネットワーク機器６００について説明する。
【０１３３】
　選択的に、前記第１の送信モジュール６０１は、具体的には、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択し、
　前記複数のセルにより前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を設定し、かつ前
記第１のターゲット設定情報を送信する。
【０１３４】
　より具体的には、前記第１の送信モジュール６０１は、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ報告に基づいて、前記端末
機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡに基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセル
を選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する。
【０１３５】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータ
を含み、装置６００は、
　前記第１のターゲット設定情報を送信した後、前記生成パラメータに基づいて前記測位
基準信号ＰＲＳを生成し、かつ前記測位基準信号ＰＲＳを送信する第２の送信モジュール
をさらに含んでもよい。
【０１３６】
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰのタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢのＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられている。
【０１３７】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ
の時間領域位置情報及び周波数領域位置情報を含み、前記周波数領域位置が前記ネットワ
ーク機器の指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ、前記周波数領域位置情報が
前記周波数領域位置の開始点情報を含む。前記開始点情報は、前記ネットワーク機器の第
１の共通リソースブロック上の第１のサブキャリアである。
【０１３８】
　それに応じて、前記第２の送信モジュールは、前記時間領域位置と、前記指定されたｎ
ｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられた前記周波数領域位置で前記測位基準信号ＰＲＳを送
信する。
【０１３９】
　選択的に、図７に示すように、ネットワーク機器６００は、前記測位基準信号ＰＲＳと
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はＱＣＬ関係であるＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳを含む第２のターゲット設定情報を送信する
第３の送信モジュール６０２を含んでもよい。
【０１４０】
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む。
【０１４１】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含む。
【０１４２】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰに基づいて設定され、或いは、前
記第１のターゲット設定情報は、セルに基づいて設定される。
【０１４３】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセ
ット信号とのリソース多重情報をさらに含む。
【０１４４】
　前記第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳＣＨ
と、ＴＲＳと、ＰＴＲＳと、ＤＭＲＳとのうちの少なくとも１種を含む。
【０１４５】
　選択的に、前記第１の送信モジュールは、上位層シグナリングに基づいて前記第１のタ
ーゲット設定情報を送信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第１のターゲ
ット設定情報を送信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第１のターゲット設定情報を送信
する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報を送信す
る。
【０１４６】
　選択的に、図８に示すように、ネットワーク機器６００は、少なくとも１つのＲＥにマ
ッピングされた少なくとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソースを含む１つ又は複数の測位
基準信号ＰＲＳリソースセットを送信する第４の送信モジュール６０３をさらに含んでも
よい。
【０１４７】
　選択的に、ネットワーク機器６００は、前記１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソー
スセットを送信する前に、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するための第３のターゲット設定情報を送信する第５の送信モジュール６０４を
さらに含んでもよい。
【０１４８】
　前記第３のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳに対応するリソース設
定識別子と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイム
スロット情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機
器のリソースとのマッピング情報と、
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　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラメ
ータと、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬ情報とのうち
の１つ又は複数を含む。
【０１４９】
　選択的に、前記第５の送信モジュール６０４は、上位層シグナリングに基づいて前記第
３のターゲット設定情報を送信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第３の
ターゲット設定情報を送信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲット設定情報
を送信する方式と、ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコル（ＬＰＰ）に基づいて前記
第３のターゲット設定情報を送信する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第
３のターゲット設定情報を送信してもよい。
【０１５０】
　上記図６～８に示したネットワーク機器は、上記図１～３に示したＮＲシステムの測位
基準信号ＰＲＳの設定方法の各実施例を実現してもよく、関連する箇所は上記方法の実施
例を参照されたい。
【０１５１】
　図９に示すように、本開示のいくつかの実施例に係る端末機器９００は、前記端末機器
の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信する第１の受信
モジュール９０１を含んでもよい。
【０１５２】
　図９に示した実施例に係る端末機器９００は、端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定す
るための第１のターゲット設定情報を受信することができるため、測位基準信号ＰＲＳを
取得することができる。
【０１５３】
　以下、具体的な実施例を参照しながら、第１のターゲット設定情報を受信する上記方式
及び第１のターゲット設定情報に含まれる内容について説明する。
【０１５４】
　選択的に、第１のターゲット設定情報は、ネットワーク機器が複数のセルのうちの１つ
のセルにより前記端末機器に設定されたものであり、前記複数のセルは前記ネットワーク
機器により前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから選択し特定される。
【０１５５】
　さらに、第１の受信モジュール９０１は、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ報告に基づいて、前記端末
機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡに基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセル
を選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択してもよい。
【０１５６】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメー
タを含み、前記端末機器９００は、
　前記第１のターゲット設定情報を受信した後、生成パラメータに基づいて生成される前
記測位基準信号ＰＲＳを受信する第２の受信モジュールをさらに含んでもよい。
【０１５７】
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
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　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰのタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢのＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられている。
【０１５８】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳが占有するＲＥ
の時間領域位置情報及び周波数領域位置情報を含み、前記周波数領域位置が前記ネットワ
ーク機器の指定されたｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられ、前記周波数領域位置情報が
前記周波数領域位置の開始点情報を含む。前記開始点情報は、前記ネットワーク機器の第
１の共通リソースブロック上の第１のサブキャリアである。
【０１５９】
　それに応じて、前記第２の受信モジュールは、前記時間領域位置と、前記指定されたｎ
ｕｍｅｒｏｌｏｇｙに関連付けられた前記周波数領域位置とで前記測位基準信号ＰＲＳを
受信する。
【０１６０】
　選択的に、前記ネットワーク機器９００は、前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係で
あるＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳを含む第２のターゲット設定情報を受信する第３の受信モジ
ュールをさらに含んでもよい。
【０１６１】
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む。
【０１６２】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含む。
【０１６３】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、ＢＷＰに基づいて設定され、或いは、前
記第１のターゲット設定情報は、セルに基づいて設定される。
【０１６４】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳと第２のプリセ
ット信号とのリソース多重情報をさらに含む。
【０１６５】
　前記第２のプリセット信号は、ＳＳＢと、ＣＳＩ－ＲＳと、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳＣＨ
と、ＴＲＳと、ＰＴＲＳと、ＤＭＲＳとのうちの少なくとも１種を含む。
【０１６６】
　選択的に、前記第１の受信モジュールは、上位層シグナリングに基づいて前記第１のタ
ーゲット設定情報を受信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第１のターゲ
ット設定情報を受信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信
する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報を受信す
る。
【０１６７】
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　選択的に、ネットワーク機器９００は、少なくとも１つのＲＥにマッピングされた少な
くとも１つの測位基準信号ＰＲＳリソースを含む１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソ
ースセットを受信する第４の受信モジュールをさらに含んでもよい。
【０１６８】
　選択的に、ネットワーク機器９００は、前記１つ又は複数の測位基準信号ＰＲＳリソー
スセットを受信する前に、前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲ
Ｓを設定するための第３のターゲット設定情報を受信する第５の受信モジュールをさらに
含んでもよい。
【０１６９】
　前記第３のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳに対応するリソース設
定識別子と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳの周期情報及びタイム
スロット情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳと前記ネットワーク機
器のリソースとのマッピング情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳ電力制御情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳを生成する生成パラメ
ータと、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＢＷＰ情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳリソースセット中の測位基準信号ＰＲＳのＱＣＬ情報とのうち
の１つ又は複数を含む。
【０１７０】
　選択的に、前記第５の受信モジュールは、上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣ）に基
づいて前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と、ＭＡＣ層シグナリングに基づい
て前記第３のターゲット設定情報を受信する方式と、ＤＣＩに基づいて前記第３のターゲ
ット設定情報を受信する方式と、ＵＥと位置サーバとの間の測位プロトコルＬＰＰ（ＬＴ
Ｅ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいて前記第３のターゲット設定
情報を受信する方式とのうちの少なくとも１種に基づいて、前記第３のターゲット設定情
報を受信する。
【０１７１】
　図１０は、本開示のいくつかの実施例に適用されるネットワーク機器の構造図であり、
上記ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法の詳細を実現し、かつ同様の効果を達
成することができる。図１０に示すように、ネットワーク機器１０００は、プロセッサ１
００１、トランシーバ１００２、メモリ１００３、ユーザインタフェース１００４及びバ
スインタフェースを含む。
【０１７２】
　本開示のいくつかの実施例では、ネットワーク機器１０００は、メモリ１００３に記憶
されてプロセッサ１００１上で実行可能で、プロセッサ１００１により実行されると、上
記ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法の各過程を実現し、かつ同じ技術的効果
を達成できるコンピュータプログラムをさらに含み、重複を避けるために、ここで説明を
省略する。
【０１７３】
　図１０において、バスアーキテクチャは、任意の数の相互接続されたバス及びブリッジ
を含んでもよい。具体的には、プロセッサ１００１をはじめとする少なくとも１つのプロ
セッサ及びメモリ１００３をはじめとするメモリの様々な回路により一体に接続される。
バスアーキテクチャは、さらに、周辺機器、スタビライザ及び電力管理回路などの様々な
その他の回路を一体に接続してもよく、これらはいずれも本分野において既知のものであ
るため、本明細書においてさらに説明しない。バスインタフェースは、インタフェースを
提供する。トランシーバ１００２は、複数の部品であってもよく、即ち、送信機及び受信
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機を含み、伝送媒体上で様々なその他の装置と通信するユニットを提供する。異なる端末
機器に応じて、ユーザインタフェース１００４は、必要な機器を外接及び内接できるイン
タフェースであってもよく、接続された機器は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、
マイクロホン、ジョイスティックなどを含むが、それらに限定されない。
【０１７４】
　プロセッサ１００１は、バスアーキテクチャ及び一般的な処理の管理を担当し、メモリ
１００３は、プロセッサ１００１が操作実行時に用いられるデータを記憶してもよい。
【０１７５】
　図１１は、本開示の別の実施例に係る端末機器の構造概略図である。図１１に示した端
末機器１１００は、少なくとも１つのプロセッサ１１０１、メモリ１１０２、少なくとも
１つのネットワークインタフェース１１０４及びユーザインタフェース１１０３を含む。
端末機器１１００中の各コンポーネントは、バスシステム１１０５により結合される。理
解されるように、バスシステム１１０５は、これらのコンポーネント間の接続通信を実現
する。バスシステム１１０５は、データバスに加えて、電力バス、制御バス及び状態信号
バスをさらに含む。しかしながら、説明を明瞭にするために、図１１において、様々なバ
スをいずれもバスシステム１１０５と表記する。
【０１７６】
　ユーザインタフェース１１０３は、ディスプレイ、キーボード又はクリック機器（例え
ば、マウス、トラックボール（ｔｒａｃｋｂａｌｌ）、タッチパッド又はタッチスクリー
ンなど）を含んでもよい。
【０１７７】
　理解されるように、本開示のいくつかの実施例におけるメモリ１１０２は、揮発性メモ
リ又は不揮発性メモリであってもよく、或いは、揮発性及び不揮発性メモリの両方を含ん
でもよい。不揮発性メモリは、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ
（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ）、
ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ＥＰＲＯＭ）又はフラッシュメモリであって
もよい。揮発性メモリは、外部キャッシュとして用いられるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）であってもよい。限定的なものではなく例示的な説明として、
ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ）、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　ＲＡＭ）、ＳＤＲＡＭ
（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）、ＤＤＲＳＤＲＡＭ（Ｄｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　
Ｒａｔｅ　ＳＤＲＡＭ）、ＥＳＤＲＡＭ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＳＤＲＡＭ）、ＳＬＤＲＡ
Ｍ（Ｓｙｎｃｈ　Ｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ）及びＤＲＲＡＭ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍｂｕｓ　
ＲＡＭ）などの多くの形態のＲＡＭは使用可能である。本開示のいくつかの実施例に説明
されるシステム及び方法のメモリ１１０２は、これらのメモリ及び適切なタイプの任意の
その他のメモリを含むが、それらに限定されないことが意図される。
【０１７８】
　いくつかの実施形態では、メモリ１１０２は、実行可能モジュール又はデータ構造、又
はそれらのサブセット、又はオペレーティングシステム１１０２１及びアプリケーション
プログラム１１０２２であるそれらの拡張セットなどの要素を記憶する。
【０１７９】
　オペレーティングシステム１１０２１は、様々な基本サービスを実現し、かつハードウ
ェアベースのタスクを処理する、フレームワーク層、コアライブラリ層、ドライバ層など
の様々なシステムプログラムを含む。アプリケーションプログラム１１０２２は、様々な
アプリケーションサービスを実現する、メディアプレーヤー（Ｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ
）、ブラウザ（Ｂｒｏｗｓｅｒ）などの様々なアプリケーションプログラムを含む。本開
示のいくつかの実施例の方法を実現するプログラムは、アプリケーションプログラム１１
０２２に含まれてもよい。
【０１８０】
　本開示のいくつかの実施例では、端末機器１１００は、メモリ１１０２に記憶されてプ
ロセッサ１１０１上で実行可能で、プロセッサ１１０１により実行されると、上記ＮＲシ
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ステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法の各過程を実現し、かつ同じ技術的効果を達成で
きるコンピュータプログラムをさらに含み、重複を避けるために、ここで説明を省略する
。
【０１８１】
　上記本開示のいくつかの実施例において開示された方法は、プロセッサ１１０１に適用
されるか又はプロセッサ１１０１により実現される。プロセッサ１１０１は、信号の処理
能力を備える集積回路チップである可能性がある。実現過程において、上記方法の各ステ
ップは、プロセッサ１１０１中のハードウェアの集積論理回路又はソフトウェア形態のコ
マンドにより完了してもよい。上記プロセッサ１１０１は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）又は他のプログラマブル論理デ
バイス、個別ゲート又はトランジスタロジック、個別ハードウェア組立部品であってもよ
い。本開示のいくつかの実施例において開示された各方法、ステップ及び論理ブロック図
を実現又は実行してもよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよく、或
いは、該プロセッサは、任意の通常のプロセッサなどであってもよい。本開示のいくつの
実施例において開示された方法を結合するステップは、ハードウェア解読プロセッサによ
り実行されて完成されるか又は解読プロセッサ中のハードウェアとソフトウェアモジュー
ルとの組み合わせにより実行されて完成されるものとして、直接的に具体化され得る。ソ
フトウェアモジュールはランダムメモリ、フラッシュメモリ、読み出し専用メモリ、プロ
グラマブル読み出し専用メモリ又は電気的消去可能なプログラム可能なメモリ、レジスタ
などの本分野の成熟したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体に位置してもよい。該コン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体がメモリ１１０２に位置し、プロセッサ１１０１は、メ
モリ１１０２中の情報を読み取って、ハードウェアと組み合わせて上記方法のステップを
完成する。具体的には、該コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に、プロセッサ１１０１
により実行されると、上記ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法の実施例の各ス
テップを実現するコンピュータプログラムが記憶されている。
【０１８２】
　理解されるように、本開示のいくつかの実施例に説明されるこれらの実施例は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、又はその組み
合わせにより実現されてもよい。ハードウェアによる実現に対して、処理ユニットは、少
なくとも１つのＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ）、ＤＳＰＤ（ＤＳＰ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌ
ｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔ
ｅ　Ａｒｒａｙ）、汎用プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプ
ロセッサ、本開示に記載の機能を実行するためのその他の電子ユニット又はその組み合わ
せ内に実現されてもよい。
【０１８３】
　ソフトウェアによる実現に対して、本開示のいくつかの実施例に記載の機能を実行する
モジュール（例えば、過程、関数など）により、本開示のいくつかの実施例に記載の技術
を実現してもよい。ソフトウェアコードは、メモリに記憶され、かつプロセッサにより実
行されてもよい。メモリは、プロセッサ内又はプロセッサの外部で実現されてもよい。
【０１８４】
　本開示のいくつかの実施例に係るコンピュータ読み取り可能な記憶媒体には、プロセッ
サにより実行されると、上記ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法の実施例の各
過程を実現し、かつ同じ技術的効果を達成できるコンピュータプログラムが記憶され、重
複を避けるために、ここで説明を省略する。前記コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は
、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）、ディスク又は光ディスクなどであってもよい。
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【０１８５】
　本開示のいくつかの実施例に係る命令を含むコンピュータプログラム製品は、前記コン
ピュータプログラム製品の前記命令がコンピュータにより実行されると、前記コンピュー
タが上記ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法又は上記ＮＲシステムの測位基準
信号ＰＲＳの受信方法を実行する。具体的には、該コンピュータプログラム製品は、上記
ネットワーク機器で動作してもよい。
【０１８６】
　当業者であれば理解されるように、本明細書で開示された実施例に説明される各例のユ
ニット及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア又はコンピュータソフトウェアと
電子ハードウェアとの結合により実現することができる。これらの機能がハードウェアの
形態で実行されるか又はソフトウェアの形態で実行されるかは、技術手段の特定の適用及
び設計上の制約条件に依存する。当業者であれば、各特定のアプリケーションに対して異
なる方法で、説明された機能を実現してもよいが、このような実現は本開示の範囲を超え
ると考えられるべきではない。
【０１８７】
　当業者であれば明確に理解されるように、便利かつ簡潔で説明するために、上記説明さ
れたシステム、装置及びユニットの具体的な動作過程については、前述の方法の実施例に
おける対応する過程を参照してもよく、ここでは説明を省略する。
【０１８８】
　理解されるように、本開示に係るいくつかの実施例では、開示されたシステム、装置及
び方法は他の形態により実現されてもよい。例えば、上述した装置の実施例は、例示的な
ものに過ぎず、例えば、前記ユニットの区分は、論理機能の区分に過ぎず、実際の実現時
に他の区分方式があってもよく、例えば、複数のユニット又は構成部品は組み合わせられ
又は別のシステムに集積されてもよく、或いは、いくつかの特徴を省略するか又は実行し
なくてもよい。また、示されるか又は議論される相互結合、直接結合又は通信接続は、い
くつかのインタフェースにより実現されてもよく、装置又はユニット間の間接結合又は通
信接続は、電気的、機械的、又は他の形態であってもよい。
【０１８９】
　分離部品として説明された前記ユニットは、物理的に分離されても分離されなくてもよ
く、ユニットとして示される部品は、物理ユニットであってもよく、そうでなくてもよく
、即ち、同一の箇所に位置してもよく、或いは、複数のネットワークユニットに分布して
もよい。実際の必要に応じて、それらのうちの一部又は全てのユニットを選択して本実施
例の技術手段の目的を達成してもよい。
【０１９０】
　また、本開示の各実施例における各機能ユニットは１つの処理ユニットに集積されても
よく、各ユニットは別個に物理的に存在してもよく、さらに２つ以上のユニットは１つの
ユニットに集積されてもよい。
【０１９１】
　前記機能がソフトウェア機能ユニットの形態で実現され、かつ独立した製品として販売
又は使用されると、１つのコンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶されてもよい。こ
のような理解に基づいて、本開示の技術手段の本質的な又は関連技術に寄与する部分又は
該技術手段の一部は、ソフトウェア製品の形態で実現されてもよく、該コンピュータソフ
トウェア製品は、コンピュータ機器（パーソナルコンピュータ、サーバ、又はネットワー
ク機器などであってもよい）に本開示の各実施例に記載の方法の全部又は一部のステップ
を実行させるいくつかの命令を含む記憶媒体に記憶されている。前述した記憶媒体は、Ｕ
ＳＢディスク、モバイルハードディスク、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）
、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気ディスク又は光ディスク
などのプログラムコードを記憶可能な様々な媒体を含む。
【０１９２】
　以上の内容は、本開示の具体的な実施形態に過ぎないが、本開示の保護範囲はこれに限
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定されず、当業者であれば本開示に開示された技術的範囲内に、容易に想到し得る変化又
は置き換えは、いずれも本開示の保護範囲に属するものである。したがって、本発明の保
護範囲は、前記特許請求の範囲の保護範囲を基準とすべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(34) JP 2021-528022 A 2021.10.14

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(35) JP 2021-528022 A 2021.10.14

【図１３】

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月12日(2021.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　なお、以下、ＮＲシステムを例にとって、本開示のいくつかの実施例に係る測位基準信
号ＰＲＳの設定方法、受信方法及び機器について説明する。理解されるように、本開示の
いくつかの実施例に係る測位基準信号ＰＲＳの設定方法、受信方法及び機器は、その他の
通信システムにも適用可能であり、ＮＲシステムに限定されるものではない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　図１２に示すように、ＯＴＤＯＡ測位方法の測位基準信号ＰＲＳに基づく測位の過程は
、
　端末機器のサービングセル及び端末機器近傍から選択された複数の隣接セルを含むネッ
トワーク機器が測位基準信号ＰＲＳを生成するステップ１２０１と、
　ネットワーク機器が、端末機器に測位基準信号ＰＲＳを送信するステップ１２０２と、
　端末機器が、隣接セルからの測位基準信号ＰＲＳとサービングセルからの、端末機器の
ローカル測位基準信号ＰＲＳとも呼ばれる測位基準信号ＰＲＳに対して時間領域相関処理
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を行い、各隣接セルに対応する時間遅延電力スペクトラムを取得するステップ１２０３と
、
　端末機器が、隣接セルに対応する時間遅延電力スペクトラムに基づいて該隣接セルの最
初到達経路を探し、各隣接セルが送信した測位基準信号ＰＲＳの端末機器に到達するＴＯ
Ａを取得するステップ１２０４と、
　端末機器が、サービングセルと各隣接セルとのＲＳＴＤ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ）をそれぞれ特定するステップ１２０５と、
　端末機器が、少なくとも３つの隣接セルに対応するＲＳＴＤに基づいて、端末機器の位
置を特定するステップ１２０６とを含んでもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　選択的に、前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータ
を含み、ネットワーク機器６００は、
　前記第１のターゲット設定情報を送信した後、前記生成パラメータに基づいて前記測位
基準信号ＰＲＳを生成し、かつ前記測位基準信号ＰＲＳを送信する第２の送信モジュール
をさらに含んでもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク機器に適用されるＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）システムの測位基準信号Ｐ
ＲＳ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）の設定方法であっ
て、
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
ことを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項２】
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択し、
　前記複数のセルにより前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を設定し、かつ前
記第１のターゲット設定情報を送信し、
　ここで、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）報告に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離
れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡ（Ｔｉｍｅ　ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ）に基づいて、前記端末機器から所定の距離
以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて
、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する、請求項
１に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項３】
　前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータを含み、前
記の第１のターゲット設定情報を送信した後、
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　前記生成パラメータに基づいて前記測位基準信号ＰＲＳを生成し、かつ前記測位基準信
号ＰＲＳを送信することをさらに含み、
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａ
ｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルの番
号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）のタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢ（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ　ｂｌｏｃｋ）のＩＤとのう
ちの少なくとも１つと関連付けられている、請求項１に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定
方法。
【請求項４】
　前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ）関係であ
るＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を含む第２のターゲット設定情報を送信することをさ
らに含み、
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の測
位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項５】
　前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含み、
ここで、
　前記ネットワーク側によって設定された測位に関与する複数のセルの測位基準信号ＰＲ
Ｓのサブキャリア間隔は同じであり、ＣＰタイプが同じである、請求項１～３のいずれか
１項に記載の測位基準信号ＰＲＳの設定方法。
【請求項６】
　測位基準信号ＰＲＳをＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクタイムスロットで伝送するこ
とをさらに含み、かつ第１のタイムスロットが、
【数１】

を満たし、
　　ここで、



(38) JP 2021-528022 A 2021.10.14

【数２】

は、あるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで１つの無線フレームに含まれるタイムスロット数であり
、ｎｆは、無線フレーム番号であり、ｎｓは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番
号であり、ΔＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量であり、
ＴＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号送信周期である、請求項５に記載の測位基準信号Ｐ
ＲＳの設定方法。
【請求項７】
　端末機器に適用されるＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法であって、
　前記端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信
することを含む、ＮＲシステムの測位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項８】
　第１のターゲット設定情報は、ネットワーク機器が複数のセルのうちの１つのセルによ
り前記端末機器に設定されたものであり、前記複数のセルは前記ネットワーク機器により
前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから選択し特定され、
ここで、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルのＲＲＭ報告に基づいて、前記端末
機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器の位置に対する事前推定に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する方式と、
　前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから送信された測位基準信号ＰＲＳ
のＴＯＡに基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に離れているセルから複数のセル
を選択する方式とのうちの１つ又は複数に基づいて、前記端末機器から所定の距離以内に
離れているセルから複数のセルを選択する、請求項７に記載の測位基準信号ＰＲＳの受信
方法。
【請求項９】
　前記第１のターゲット設定情報は前記測位基準信号ＰＲＳの生成パラメータを含み、前
記第１のターゲット設定情報を受信することの後、
　前記生成パラメータに基づいて生成される前記測位基準信号ＰＲＳを受信することをさ
らに含み、
　前記生成パラメータは、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置する無線フレーム内のタイムスロット番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳが位置するタイムスロット内のＯＦＤＭシンボルの番号と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰのタイプと、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器のＩＤ又は前記端末機器が属するユーザグループのＩＤと、
　ＳＳＢのＩＤとのうちの少なくとも１つと関連付けられている、請求項７に記載の測位
基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項１０】
　前記測位基準信号ＰＲＳとはＱＣＬ関係であるＳＳＢ又はＣＳＩ－ＲＳを含む第２のタ
ーゲット設定情報を受信することをさらに含み、
　前記ＳＳＢ又は前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記端末機器に前記第１のターゲット設定情報を
提供し、提供された前記第１のターゲット設定情報は、前記測位基準信号ＰＲＳの時間情
報とビーム情報のうちの少なくとも１種を含む、請求項７～９のいずれか１項に記載の測
位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項１１】
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　前記第１のターゲット設定情報は、
　前記測位基準信号ＰＲＳのセルＩＤ情報と、
　前記端末機器の測位性能指標情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するタイムスロット設定情報と
、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するサブキャリア間隔情報と、
　前記ネットワーク機器が前記端末機器に対して設定した帯域幅情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳのＣＰ情報と、
　前記ネットワーク機器が前記測位基準信号ＰＲＳを設定するポート情報と、
　前記測位基準信号ＰＲＳの電力利得情報とのうちの少なくとも１種をさらに含み、
ここで、
　前記端末機器が受信した測位に関与する複数のセルの測位基準信号ＰＲＳのサブキャリ
ア間隔は同じであり、ＣＰタイプが同じである、請求項７～９のいずれか１項に記載の測
位基準信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項１２】
　測位基準信号ＰＲＳをＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクタイムスロットで受信するこ
とをさらに含み、かつ第１のタイムスロットが、
【数３】

を満たし、
　　ここで、
【数４】

は、あるｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙで１つの無線フレームに含まれるタイムスロット数であり
、ｎｆは、無線フレーム番号であり、ｎｓは、１つの無線フレーム内のタイムスロット番
号であり、ΔＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号のタイムスロットオフセット量であり、
ＴＰＲＳは、測位基準信号ＰＲＳ信号送信周期である、請求項１１に記載の測位基準信号
ＰＲＳの受信方法。
【請求項１３】
　上位層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＭＡＣ層シグナリングに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式と、
　ＤＣＩに基づいて前記第１のターゲット設定情報を受信する方式とのうちの少なくとも
１種に基づいて、前記第１のターゲット設定情報を受信する、請求項７に記載の測位基準
信号ＰＲＳの受信方法。
【請求項１４】
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を送信する
第１の送信モジュールを含む、ネットワーク機器。
【請求項１５】
　端末機器の測位基準信号ＰＲＳを設定するための第１のターゲット設定情報を受信する
第１の受信モジュールを含む、端末機器。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２】
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